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大生院校区まちづくり懇談会 開催結果報告書 

 

開催日時   令和２年７月１５日㈬ 19時～20時 20分 

場所     大生院公民館 

司会・進行  近藤大生院校区連合自治会長 

参加者数   男 ３９ 人    女 ６ 人    合計 ４５ 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市の重点事業に関する質問 

【質疑応答】 

Ｑ．１１号バイパス工事の完成予定は？ 

Ａ．国交省にお願いをしているところだが回答待ち。本郷－西喜光地間は２～３年と予測

し、令和５年度の完成を目指している。 

 

Ｑ．滝の宮公園のリニューアル工事について、第２展望台の下の稜線あたりへ毎年９月頃

に植林を行っているが、水源がなくなっており、植えてもすぐに枯れてしまう。桜を

植えればなんとかなるではなく、せっかく植えたものを活かすよう検討を行って欲し

い。→［再検討事項］ 

 

Ｑ．消防署について、耐震補強はいいが、市のハザードマップでは津波の浸水区域になっ

ているのではないか。 

Ａ．浸水区域ではない。 

 

Ｑ．スマートシティの推進というが、ソフトバンクはセキュリティ面などで大丈夫なのか。

また、バスの位置情報が見えるというが、バスの利用者は高齢者が多く、そういう年
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代の人がスマートフォンを使いこなせるだろうか疑問である。 

Ａ．事業者とは十分協議しながら進めていく。スマートフォンを使えない年代の方につい

ても、別の方法を考えつつシステムを導入していきたい。 

 

Ｑ．インバウンド観光の推進について、コロナウイルス感染症のクラスター発生が、いま

だ中国や韓国などで起きていると聞く。インバウンドといえばターゲットはそのあた

りになると思うが、内需を考え、インバウンドは諦めてはどうか。  

Ａ．インバウンドについては、１年か２年先など時期を見定めて対応していきたい。 

 

Ｑ．マイナンバーカードが普及しない。マイナポイントなど利益があるから取ってねとい

うスタンスでやっているようだが、市としてマイナンバーカード取得が進まないのは

なぜだと考えているか。 

Ａ．現在の取得率が十数％。マイナンバーカード取得にメリットがないと考えられている

人が多いことも要因の一つだと思う。来年４月からは健康保険証としての利用が開始

されたり、将来的には預金口座に紐づけたりということも考えられている。一番の要

因は個人情報の管理に抵抗があるということだと捉えている。市では、写真の無料撮

影や申請のサポートを行っており、根気よく取得促進を図っていく。 

 

Ｑ．一番は、番号で管理されることに抵抗があることだ。 

Ａ．セキュリティ管理を含め、適切にやっていく。 

  

２．校区課題 

過去課題① 渦井川沿い道路の路肩工事について 

【質疑応答】  … なし 

※再検討事項 … なし 

 

 

課題① 国土調査事業について 

【質疑応答】 

（質問者） 

国土調査事業では、測量と立会が必須であるが、事起こしという言葉があるくらい、立

会がハードルになっている。地権者の中には難しい人もいるので、国土調査課の職員だけ

が苦労するというのを無くすため、専門職（弁護士や土地家屋調査士）による別組織を作

って対処することが必要ではないか。法務局に交渉に行くにしてもしかり。市全体の問題

として考えるべき。 
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（建設部長） 

現状もそうであるが、引き続き公共嘱託の力を借りながら進めていく。個人の財産なの

で、困難なケースもあるが、例えば、この作業を個人でするとなると何百万もかかるもの

であり、それが国土調査事業の中で実施することにより負担軽減が図られることなど、丁

寧に説明しながら進めていきたい。 

※再検討事項 … なし 

 

課題② 上部東西線道路について 

【質疑応答】 

（質問者） 

大生院小学校から道路に出るところのレッドロビンが伸びすぎていて左右の確認が出来

ないため、剪定してほしいと言ったところ、年に１回の予算しかなく夏のみの作業になり、

あとは雑草が伸び放題といった状態。せめて年２回くらいはできないだろうか。 

（建設部長） 

確かに低木については春先に１回の頻度になっている。予算の関係もあるが、連絡いた

だければ対応する。 

 

（質問者） 

他の地域では県道等の管理を地域に委託して実施しているところもあるように聞いてい

るが、例を教えてほしい。 

（建設部長） 

泉川校区では１１号バイパスの中央分離帯にある植樹帯をほぼボランティアではあるが、

管理されているという例はある。 

※再検討事項 … なし 

 

３．その他 

質問❶ 防災無線の不具合について 

（質問者） 

防災無線の件について、切れていることを市で確認しているのであれば、すぐに自治会

長（役員）へ連絡してほしい。これは、スピーカーからの音が聞こえていなかったらとい

うのではなく、切れていることが感知できるのであれば、という意味である。 

（危機管理統括部長） 

現状では「聞こえていない」という自治会からの連絡がないと対応できない。 

（質問者） 

そうではない。岸影の放送は聞こえるが、自分のところは聞こえていないので、５月に

入って市へ「電源は入っているが聞こえない」と連絡をした。すると即座に「通信エラー
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が出ています」との回答があった。職員が見れば確認できるものなのであれば、ソフトウ

エア上定期的に確認するシステムがあればいいのではないのか。それがないのであれば、

マニュアルで定期的に確認するようにしないと、いざという時に使えなければ意味がない

と思う。市はスマートフォンアプリの活用を勧めるが、お年寄りが見られるかどうか疑問

である。 → ［再検討事項］ 

 

質問❷ 里山の荒廃について 

（質問者）里山の荒廃に関連して、野猿が出て作物を食い荒らしており、被害を被ってい

る人にとっては深刻な問題になっている。野生動物が出ている原因は里山の荒廃にもある

と思う。（意見） 

 

質問❸ 川口西のガードレール設置について 

（質問者）川口西のガードレールを設置して欲しい。 

（建設部長）書類の提出をお願いしたい。 

 

質問❹ ファミリーハイツの施設移管について 

（質問者）ファミリーハイツの市移管について、徐々に進捗しているので今後も引き続き

支援をお願いしたい。（意見） 

 

質問❺ 非接触型体温計の整備について 

（質問者）災害が発生した場合、集会所を避難所として使用する予定だが、コロナウイル

ス感染症対策としての非接触型体温計は整備できているのか。 

（危機管理統括部長）最初に避難所として開設する公民館、小中学校には設置予定である。 

（質問者）最低限のこととして、集会所等の避難所にも設置してほしい。 

  →［再検討事項］ 

 

【市長まとめ】 

◎植樹の件、水の確保を検討する。 

◎マイナンバーカード取得については、丁寧に説明して普及拡大を図っていく。 

◎国土調査については、専門職の力を借りてやっていく。 

◎上部東西線の植樹について、交通量に応じて植樹帯の設置基準もあるが、管理に手間がか

かるものでもあるので、地元の皆さんと相談しながら設置の検討を図りたい。泉川校区（の

１１号バイパス植樹帯管理）については、最初はボランティアで始めたが、企業からのお

金を集めて看板設置をするなどして管理費用を捻出している。 

◎防災無線については、エラーチェックをする対応を指示する。 

◎野生動物被害については、惣開や垣生等他の校区でも報告されている。農作物だけでなく
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人への危害があってはならないので、県と相談しながら対応を図っていく。 

◎ファミリーハイツについては、開発事業者が無くなるという特殊な事情があるが、引き続

き取り組んでいく。 

◎避難所への非接触型体温計については、自治会館用をプラスして対応する。 


